
 

 

 

 

人のせいに 

しない自分 五中だより 
第６号 

令和２年 7 月 10 日 

調布市立第五中学校 

校長 生田目 将 

「先入観」 
校長 生田目 将 

《先入観は可能を不可能にする》 
 学校再開して、1 ケ月が経ち、学校生活にも慣れてきた今だからこそ、この一年間の
各自の目標をそろそろ明確にしてほしいという思いを込めて、7 月 6 日の全校朝礼でメ
ジャーリーガーの大谷翔平選手が高校時代にお世話になった監督の話をしました。 

「たとえば 160 キロの球を投げるというイメージがなければ、絶対にそこまでたどり

着かない。できると思うから、頑張る。途中で限界を作ると、自分の可能性を伸ばすこ

とができない。これしかできない。岩手出身の高校生だけでは日本一になれない。高校

生だから 160 キロは投げられない。そういう先入観をもたないことが可能性を伸ばす

上で大事だと思っていましたし、今でもそう信じています。高校時代の大谷選手は決し

て言葉数が多いほうではありませんでしたが、彼が書き残したものを振り返って見てみ

ると『誰もがやっていないことをやるんだ』『非常識な発想でいくんだ』、そして『道

を自分で切り開いていくんだ』。そういう強い思いがよく伝わってきます。」 

 五中生諸君も、先入観をもたず、自分の限界を決めず、自分で道を切り拓いていくた

めの目標を設定しよう。そして、現在も新型コロナの感染状況で、いつ新たな規制や制

限ができるかは誰も予測できません。誰かが悪いわけではありません。あらゆる状況

も、みんなで受け入れ、乗り越えていける仲間でいましょう。(全校朝礼校長講話より) 

《先入観からの失敗に学ぶ》 

家庭科の授業を終え、次の授業の開始からしばらくして２人の生徒が遅れて戻ってき
た。遅れた理由を問いても答えがない。どうして黙っているのかと少し強く言うも、黙
っているので「何か言えないわけがあるのか?」と聞いた。２人は何も答えず、私と目
を合わせず下を向いている。そしてさらに強い口調で「理由を言って!」と言った。その
とき突然、一人の生徒が「先生、その２人は、流し場の床がびしょびしょに濡れている
のを拭いていて遅れたのです。私も濡れていることに気づきましたが授業に遅れると思
ってそのままにしてきました。２人が怒られるなら、私の方が悪いです」と申し出た。
私はそれを聞いた瞬間ハッとし、「そうだったか、ごめんな」と私は頭を下げた。する
と２人のうちの 1 人が「僕たちは拭くのが楽しくなって、少し遊び心も入りました。き
れいにすることに集中していれば遅れなかったかもしれません。」これにも「それは、
すまなかった」とまた頭を下げた。そのとき、私は恥ずかしさと同時に、顔が赤く火照
ったのを感じた。謝罪して済むことではないとも悟った。このときから、生徒の沈黙に
はさまざまな理由があり、生徒は沈黙の理由を問われると、叱られる恐怖心を抱き、何
も言えなくなってしまうこともわかった。さらに、「指導」と思いながらも、生徒の黙
りで自分の怒りが増していくこともわかった。黙っていることを叱り、恐怖心を増大さ
せ、心身に取り返しのつかない傷を残すかもしれないことを学んだ。これは私が公立中
学校教員 4 年目になり、教師としての自信もある程度もち、意気揚々としていたころの
大失敗談です。当時の教頭先生にこの報告をしたら、「これからの仕事に生かしなさ
い。きっと、子どもにとって心を開きやすい先生になれます」とおっしゃっていただい
た。私はこの言葉に救われた。幸せなことに、卒業までの 3 年間、この子どもたちの学
年で担任を務め、即、生かしていくことができた。私の「生徒第一主義」の原点ともな
った。その教頭先生のように、「厳しく冷たくない心」で、教職員も応援し続けたい。 



  

 
☆生徒会本部役員 生徒会長   
 私は生徒会長として、クラス、学年を越えた、五中全体で仲を深め、活発に活動する学校にしたいと思って
います。そのために、今期で実行した活動も続けつつ、新たな企画を考え、更なる活性化につなげていこうと
思います。私たち生徒会本部役員も全力を尽くし活動するので、皆さんも新たな五中にために、ご協力お願い
します。 

☆１年学級委員会 委員長   
 私はおもに挨拶の出来る学年にしたいです。話すことが苦手でも、挨拶をお互いするだけで、コミュニケー
ションが生まれます。また、挨拶をしたら笑顔が生まれます。学年みんながいろいろな場所で挨拶をすると、
笑顔が絶えない明るい学年になると思ったので、笑顔を大切にしたいです。 

☆２年学級委員会 委員長   
 私は学級委員長になることによって、より多くの人の役に立ち、自分自身も成長できるようになりたいと思
っています。学級委員会では、より良い学級・学年を作るための活動を行っています。何事にも率先して行動
できる頼れる委員長になるように頑張ります。 

☆３年学級委員会 委員長   
 コロナ禍での臨時休校で失ったものは大きいですが、その分三年生一人一人が充実した毎日を過ごせるよ
うに、学級委員長として尽力していきたいと思います。先行きの見えないことも多いですが、どんなことでも
柔軟に対応できるよう、学級委員一丸となって頑張ります。よろしくお願いします。 

☆生活委員会 委員長   
 前期生活委員長になりました八谷です。まだ、慣れないこともあり、色々と迷惑をかけてしまうかもしれま
せんが、よろしくお願いします。生活委員の仕事として、ボール貸出や朝礼時の整列などがありますが、みな
さんに協力してもらうことがたくさんあります。これからも、ご協力よろしくお願いします。 

☆放送委員会 委員長   
 放送委員会では、朝昼の放送の他、朝礼の準備や片付けを行っています。例えば、給食の放送は、イントロ
クイズや読み聞かせ等を放送します。どのクラスも工夫している部分があるので、是非、聴いてみてください。
また、新しい企画やリクエストは各クラスの放送委員にお願いします。 

☆図書委員会 委員長   
 本とは、「字の多い、つまらないもの」ではありません。図書委員会は五中生が少しでも本に親しみを持て
るように、また、本好きの人は更に本への愛着が深まることを目指して日々活動しています。図書室を利用し
て、素敵な本の旅へ出かけてみませんか？ 

☆整美委員会 委員長   
 私が整美委員会に入り実現させたいことは、「掃除を楽しく行えるようにすること」です。普段、掃除が面
倒臭いと感じる人もいると思います。そこで、少し考えを変えて、掃除をより楽しく、効率が良いものに変え
ていけたらよいと思います。 

☆保健委員会 委員長   
 保健委員会として、週２回の衛生点検や熱中症、感染症への取り組み、レスキュー隊講習などを行い、皆さ
んが快適・安全に学校生活を送れるように頑張っていきます。全学年協力し、より良い委員会を作りたいと思
います。よろしくお願いします。 

☆給食委員会 委員長   
 私は給食委員長として、毎日の仕事を当たり前にできる五中にしたいです。クラスの給食の準備を素早く行
い、食べる時間を長くし、ゆったり食べられたら、よいと思います。給食を作ってくれている人への感謝を忘
れずに、給食をいただきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学校住所・電話番号〉 

〒182-0035 調布市上石原３丁目２７番地１ 

電話  ０４２（４８４）１３１１ 

ホームページ URL  

https://www.chofu-schools.jp/chofu5/index.html# 

生徒と教師が 

輝く学校 

 □■７・８月の生徒指導の重点■□ 
「自己理解と目標作りを行い、個性が輝く学校を目指す。」 
 １ １学期を反省し、次の課題を明確にする。 
 ２  夏休みの計画や目標をしっかり立てる。 
 ３ 日頃できないことに挑戦する。 


